











































































8％，事故後 6か月の時点で 9％の PTSD発症者がいた．
交通事故に遭遇した被害者本人ではなくても，事故で家
族を亡くした遺族の場合，全般的に精神健康状態が不良
であり，事故による死別後，PTSDだけでなく複雑性悲
嘆の症状が見受けられることも被害の特徴である．過去
の研究では対象，症状の測定に用いた尺度の違いなどか
ら幅があるものの 17％～75％の遺族が PTSDの症状を，
6％～61％の遺族が複雑性悲嘆の症状を呈しており，いず
れも一般人口中の有病率（PTSD：0.7％，複雑性悲嘆：
2.4％）と比較して，交通事故被害者遺族の有病率は明ら
かに高い．
　現在，交通事故被害者らに対して，省庁主導トップダ
ウン型の支援のほか，被害者支援センター，自助グルー
プ等による支援活動が行われている．事故後早期からの
援助開始が可能となり，リーフレット類を用いた積極的
なツール活用等，行われている支援に対しては一定の評
価ができる．
　様々な支援がなされつつある中で，被害者自身による
支援の実効性評価が求められており，特に急性期での支
援が，被害者の精神健康面で長期予後の改善につながっ
ているか否かの研究が求められる．
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